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◎ その声をお届けします ◎
【進修館】【笠原小学校】【新しい村】などちょっと変わった素敵
なものと優しさ溢れる宮代町の姫宮に住み始めて11年になりま
す。８年前に町議会議員選挙では、皆様のおかげで奇跡の当選。
しかし４年前の選挙では落選。全ては私の力不足だと心より反省
いたしました。そして今回、本当に宮代町の皆様に必要とされる
存在になりたい、と再挑戦を決意しました。高齢の皆様には不安
なく、若い方や子供たちには夢や希望が持てる宮代町をつくって
まいります。皆様の願いや思いを野原ようこにお託しください。

親も子も、
笑顔で過ごせる宮代町へ
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◎  野 原ようこが実現したい事  ◎ 

戦後の日本を支えてくださった団塊の世代の皆さまが、75歳を迎えるのが2025年。宮代町も5人にお一人
が75歳以上です。私の生まれた長野県は、度々長寿日本一に輝く県です。運動・食生活・人との繋がりが長
寿の秘訣です。医療・介護がいくら多様化しても、一番の幸せは健康を維持し、世の中に対して何らか役に
立ち続けることです。人生の先輩方のご活躍には頭が下がる思いでいっぱいです。また悲しいことですが、
孤独死をされた知り合いがお二人おられます。一件は私も発見に立ち会いました。心よりご冥福をお祈り
します。 人生の最後まで、全ての人が必要とされ、「あなたに出会えてよかった」と言いあえる宮代町を目
指してまいります。

 防災意識向上を啓発

 ペットと共に避難できる屋内避難施設の受け入れスペースの確保
 実際の災害を想定した避難訓練の計画・実施

地域のお役に立つべく、消防団としての活動を続けてきました。防災の基本は、

まず自分や家族を守ること。でも、仕事や用事で自宅から離れていたら…？ 
いざという時のために隣近所、自治会などに日頃から参加する事で相互扶助が
得られます。これが共助です。公助である町の支援が届くまで、お隣さんどうしの
助け合いを強化、絆を深めてまいります。

 警察と児相の連携を強化、虐待の早期発見から心のケアへ
 いじめを許さない、いじめ防止基本法の見直し
 不登校児のため「フリースクール」を校内に

私には双子を含めて、3人の子供がいます。
子供たちが幼い頃は寝る間も無く、産後鬱にもなりかけ涙する日もありました。
今は３人とも成人しましたが、苦しかった日々も含めて、子育てから得られた喜びや人間関係はかけがえ
のない宝物です。子育てはみんな、初心者からのスタートなので、できないことがあって当たり前ですが、
子育てのストレスや孤独が子供への虐待につながる昨今、お母さんお父さんの力になれる宮代町であり
たいと思います。また、学校でのいじめやいじめの隠蔽などは決して許されるものではありません。「子供
はお父さん、お母さんを選んで生まれてくる」という信念の下、笑い声が溢れる宮代町をつくります。

「フードドライブ」活動における企業・事業所との協力を
すすめ、福祉事業を後押し

 高齢者雇用を行う企業や地域の見守りを行うNPO法人の後押し
 お一人暮らしの方々が集える場所作り
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